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長 岡 文 雄 氏 の 社 会 科 教 育 実 践 史 研 究

一問題解決学習の理論構築過程の解明こ

A Study on Fumio Nagaoka's Practical History in Social Studies:

the Process of Theory  Construction on Problem Solving Learning

はじめに

わたしたち教師の教育実践は，何を根拠にして

行われているのだろうか。 多 くの教師たちは，

「子どもを中心としている」 と答え るであろう。

しかし，実際には，『学習指導要領』 に準拠し た

教育実践をおこなっている。その理由 は「学習指

導要領」が，昭和30 年代以降，法的拘束を強め，

教育実践に影響を与えてきているからである。さ

らに，学習方法として，これまでに系統学習，問

題解決学習，探究学習，課題解決学習，最近では

ディベートや提案型などが流行すれば，無批判的

にそれらの学習方法に追従したりしている。した

がって授業実践に基づいて子どもを中心とする理

論を構築していく教師自身 の主体的取り組みが弱

くなってきている。そして，そのような教師自身

による授業研究的取り組みの弱さが，各学校や地

域での個々の子ど もに根ざした教育改革の停滞を

引き起こす要因になっているＯ

本論文では，現在の奈良女子大学文学部附属小

学校において，昭和18年から昭和52 年まで，子ど

もの思考体制を中心 にして，教育実践に取り組ま

れてきた長岡文雄氏の社会科教育実践について考

察する。氏の社会科授業に関する研究については，

個 く々の授業分析やその理論考察は見られるが1），

氏の社会科教育実践の変遷を考察し，理論の構築

過程の全体像は解明されていない。 また，社会科

の歴史研究としては， わが国やアメリカにおける

社会科成立史研究が見られるが，それらは制度的

あるいは教育内容的研究に留 まり，多様な社会科

教育実践を生 み出してきた個人的社会科教師を対

象とした個人的理論構築過程の解明を意図するも
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のではない2）。そこでわが国における社会科教育

実践の多様な発展過程，教師の主体的研究の在り

方を考察するために，氏の社会科教育実践に基づ

いて理論構築をされてきた過程の解明とその意義

づけをする。卜

研究対象としては，長岡氏が書かれた論文と，

著書の中の授業記録ならびに指導案を収集し分析

可能な，授業記録のあるもの74事例を取り上げる。

以下の方法に基づき，研究を進める。

①授業記録と指導案から問題解決学習がどのよう

に実践されていったか，「問題づくり」 と「問

題解決」の過程を視点として，長岡実践を分析

する。

②分析の結果から，氏の問題解決学習の理論が，

どのように構築されていったかを解明する。

Ｉ　 長岡 氏の社会 科教育 実践 の展開

１　 長 岡氏 の経 歴

長 岡氏 は， 大正 ６年12 月福 岡県 八女 郡光友 村に

生 ま れ，大 正13 年 光友小 学校 に入 学 した。　３年生

の時 の担 任 の松延 先生 か体操 がう まく， 剣道 が強

く， 国語 の指導 も上手 だっ たので ，「松 延 先 生 の

よ うな先生 にな りたい。」 と思 った こ とが， 教 師

へと進む き っか けとな った。小学 校卒業 後，高 等

科 へ と進学 し た。 高等科 で は， 剣道 と書道 に精進

した。 昭 和 ７年小 倉師範 学校 に入学 し， よ り一 層

熱心 に書道 に取 り組ん だ。 この時 の熱心 さ が，後

に奈良 プランの中でも習字教育として発展していった。

昭和12 年小 倉師 範第一 部卒業後， 飯干学 校 へ訓

導 と七て赴 任し た。 僻地 校で はあったが，放課後，

子 ど もだ ちと剣道 やド ッジ ボールをす るなど体当
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たり の教育 活動 がで きた。 後年 こ の学 校で得 た も

のが長岡氏 の教育 の根幹 とな ってい る。 昭和14 年

８月 当時 の田村 校長先生 に請 わ れて， 小倉 師範附

属小 学校 に転任 した。 ここで も書道の練習を続け，

つ いに 昭和17 年 ９月中等 教員検 定試験 （文検） 習

字 に24 歳 の若さ で合格 した。

そ の後， 奈良女 子高等 師範国民 学 校附属小 の武

田主 事 に誘 われたこ とと，奈良 が古文 化 の都であ

り， 筆墨 の中心 地であ る ことが動因 となり， 昭和

18年 ３月 奈良 女子 高等 師範国民 学校附 属小 に転任

した。 終戦後 の昭和22 年 には， 第 ４代 主事重 松匳

泰を附 属小 に迎 えた。 昭和23 年 には， 奈良 プ ラン

を重 松主 事 の提案 により全教職 員でつ くった。 こ

の重松氏 と の出 会い が， 氏を 匚子 ど も探究」 か ら

はじ まって社会 科教育 に没頭 させ ること になって

いっ た
Ｏ
後 年， 副校長 にな ったが， 昭和55 年 ３月

まで奈良 プ ランを中心 と して社 会科教 育実践 に取

り組ん だ。

昭和56 年，新設 の兵庫教育大学附属小 の副校長 と

なり，教職員の先頭に立 って学校運営に取 り組んだ。

附 属小 で の仕事 が一 段落 する と， 兵庫 教育大学

教育方 法講 座に赴 任した。 大学 では社会 科教育 ・

生活科 ・教育方 法等 の講義 をす ると ともに， ゼ ミ

生 の修士論文 の指導 と審 査を行 った。

定年 退官後 は， 佛教大学 教授 に就任 した。 ここ

で は， 通信教 育 め学生 の指 導 にも尽力 され た。

佛教 大学定年退官後 の現在 も，各地 の研究会で講

演をされたり，論文を執筆したりして活躍されている。

２　社会科教育実践の時期区分

佃　社会科教育実践の展開

長岡氏は，附属小に赴任した昭和18年には，前

主事木下竹次氏による合科教育を実践していた。

昭和23年重松鷹泰氏が附属小に着任後，合科学習

の発展として独自に奈良プランを作成し，９月よ

り全面実施した。昭和23年から昭和25年まで「子

どもとは」と問い，日記などを通して，子どもた

ちの発達の特性を擽った。しかし昭和26年版『学

習指導要領』を見て，満足せず，子どもの思考体

制の探究が一生のテーマであると決意した。この

ように昭和20年代は，『学習研究』に発表された

社会科関係の論文は少なく，どちらかというと√

特別活動 や習字 に力を 入 れてい た。

昭和30 年代 に入 ると， 社 会科 の実 践が 増え， や

お やさ ん， 墨つ くりとい った授業を 実践 した。 昭

和33 年 版 『学習 指導要 領』 に抵抗 して， 問題解 決

学 習 （特に，考 えあ う授業） をすすめようとした。

昭和35 年 に は， 匚東南 ア ジアの ゴ ム」 の授業 がＮ

Ｈ Ｋで 放映さ れた。初 志 の会 の『考え る子 ど も』

にそ の授業 記録 を掲載 し た。 昭和36 年 に は， 一年

生 の発表 し た作文 が もと になって 「‾近 ごろ変 わっ

た こと」 の作文 を子 ど もたちに書 かせ るよう にな

り， 以後 子 ど もた ちの心を 探究 し続け た。 昭和41

年 に は 匚寄 り合 い」 の授業（ ６年）をお こない， 歴

史 学習 の指 導 に も取 り組 んだ 。 昭 和43 年 に は，

厂パ ンエ 場」 の授業を お こない， 共 同 追 究 の気 運

を高 めた。 昭 和44 年 に は，子 ど もたち が ２年生 の

時か ら興 味 ・関心を もっ ていた 匚近 鉄奈良 駅 の工

事」 の授業を お こない，子 ど もたち の追 究を さ ら

に深 めてい った。 昭和48 年以 降， 合科 ・総合学 習

に， より一層力 を入 れ，匚おかあ さん のし ごと」，

匚うんど うかい」，「‾パ ンエ場 」， 匚バ スの料金箱」，

匚ポスト の授業 」，「‾鉄」 の授業 な どを 次 々 と実 践

した。 氏 の実 践 研究 は， 問 題 解決 学 習 と して の

匚学習 法 の深 化」 にあ り， そ の中 核 は， 学 習 者 で

あ る子 ど もの探究 にあ った。

（2） 社会科教育実践の時期区分゛1）

長岡氏の社会科教育理論の構築過程は，基本的

には，次の３つに分かれる。

ａ奈良プラン実践期　　(S23 年～S25 年）

ｂ社会科教育実践期　　(S26 年～S47 年）

ｃ合科・総合学習実践期(  S48 年～S52 年）

「奈良 プラン実践期」は，奈良プランが成立し，

奈良プランを中心として授業実践をはじめた時で

ある。以後 も奈良プランは，長岡氏の基本となっ

て続いていく。「社会科教育実践期」 は， 社会科

教育に取り組みはじめ，社会科教育の理論構築を

しながら，次々と授業実践を積み重ねた時である。

「合科・総合学習実践期」は， 社会科教育から合

科・総合学習に発展している時である。

氏の問題解決学習の理論は，「問題づ くり」 と

「問題解決」の過程を調べることによって， さら

に次のように時期区分することができる。
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これらの３つの時期において，問題解決学習に

基づく実践授業は，昭和26年以降の「社会科教育

実践期」から取り組まれている。そして，それら

の授業の 厂問題づくり」と「問題解決の過程」の

視点から次のように時期区分される。

①問題解決学習の理論構築の基盤づくり期

(S26 年～S30 年）

②問題解決学習の理論構築の萌芽期

(S31 年～S35 年）

③問題解決学習の理論構築の成長期

( S 36年～S42 年）

④問題解決学習の理論構築の熟成期

( S43年～S47 年）

⑤問題解決学習の理論構築の発展期

( S48年～S52 年）

Ｈ　長岡氏の奈良プラン実践期の理論構築過程

( S 23年～S25 年)

S22 年社会科が誕生し, S  23年第４代主事重松

鷹泰氏によって奈良プランの作成が提案され，全

教職員の力を合わせて成立し， ９月より全面実施

された。氏 は奈良プランの実施とともに，子ども

の学年別発達段階の追究をした。

この時期の実践には，匚町｣( ２年) 匚村と町の生

活｣( ３年) 匚“しごと”堺の町｣( ４年) がある。そ

の中の代表的な実践は，厂町｣( ２年) で社会科に

近い最初の実践である。子どもたちの問題が，少

しではあるが，書かれている。匚問題づ くり｣ と

匚問題解決｣ の場を特に設定しているのではなく，

授業の流れの中で子どもたちが疑問に思ったこと

を追求している。

ここでの長岡氏の理論( 長岡氏の考えや意見)

は，次の通りである。匚第一に， 子ど もの学 習活

動 は，意欲的に学習する活動でなければならない。

第二に，教師の側からの学習計画の設定ではなく，

学年の発達段階を考え，子どもたちが打ち込んで

学習しようとするものを十分に取りあげ，子ど も

の活動をたくさん計画する学習活動でなければな

らないＯ第三に，見学をしてようすを絵や文に表

し， この表すことが子どもたちのこまかいところ

まで見つめる目を育てるし，何回 もおこなうこと

によって自然と見つめるようになる3)。｣

この時期では，子どもたちの発達の特性を生か

して，子どもたちが意欲的に取り組むようなねら

いを持った学習活動の工夫に取り組んでいる。し

かし，めあてが，子ど もの達成目標となっていて，

理解させる学習にとどまっている。

Ⅲ　 長 岡氏 の社会科教 育実践 期 の理論 構築 過程

剛　 問題解 決学習 の理論構 築 の基 盤づ くり期

(S26 年～S30 年）

こ の時期 の実践 には，「町や村 の発達 」（ ４年）

「石炭 の採掘」（ ５年）「村 や町の 発達 」（ ４年 ）があ

る。

そ の中 の代表 的な実践 は, S26 年「町や村 の発達」

（ ４年）で， 子 ど もたち の疑 問や問題 が はじめて論

文 に書 か れて い る。 最初 に世界各地 の ６つ の町 や

村を学 習す るのだ が，「 どんな に して 石 炭を 掘 っ

てい る のか」「 ここの石炭 はい く らぐ らい か 」 な

ど の学 習問題 が書 かれて いる。石炭の採掘（５年）

で は，「石炭 は私 たちの生活 にどのように役 に立 っ

てい るか」「石 炭 は， ど うして で き た か」 な ど ４

つ の問 題を中心 にして班をつ くり， 子 ど もたち の

もつ， そ れぞれ の問 題を も研究 してい った。

「町 や村 の発 達」 の実践 では じ め て， 一 人 一 人

の子 ど もた ちの疑問 や問題 が書 かれてい る。 「問

題づ くり」 のは じまりで ある。「問 題解決」 で は，

「石炭 の採掘」 の実 践に見 られ る よ う に， ね ば り

強 く追 求 しつ づ けるとい う， 授業 の基盤づ くり の

追求 的態度 の形成を はかってい る。

この時期， 氏 は「子 ど もの思 考体制 の追究 が一

生 の課題で ある。１ と決 意(S26 年 ）して い る。

この時期 で は，理論づ くりの基盤 として，子ど も

の追求 的学 習態度を育てるという，子 どもの基本原

則である授業態度を育てることを ねらいとしている。

（2） 問題 解決学 習 の理論 構築 の萌芽 期

(S31 年 ～S35 年 ）

この時 期 の実 践に は，「やお やさ ん」（ ２年）「炭

の研究 」（４年 ）「高知 の二 期作」（ ５年）「東南 ア ジ

アのゴ ム」（ ６年） があ る。 そ の中 の代 表的な実 践

は，「やお やさ ん」（ ２年） で， 子 ど もた ち の考 え

を生 か して 切実 に学 習 するよ うに， 問 題解決学 習

を実践 す るよう になっ た。

それだ けでな く長 岡氏 は， 昭和33 年 版『学習 指
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導 要領 』 に抵抗 して 問題解決学 習， 考え あう授業

を深 めよう とした。

「やお やさん」 の実践 に見 ら れ る よ う に， 子 ど

もたち はお店を 開 きたいた めに切実 な「問題 づ く

り」 を してい る。「問題 解決」 で も， お店 を 開 く

ために，子 ど もたち の発表 に対 して， 気軽 に質 問

す るこ とか らはじめて， 真実を 追究 しよう として

い るので， 問題解 決学習 の実践 を はじめてい る。

ここで の長 岡氏 の理論 （長岡氏 の考 えや意見 ）

は， 次 の通 りであ る。「学 習 の主 体 者 は， 子 ど も

自身 であ る。 つ まり子 ど もが， やむ にやま れない

気持 ちで取 り組 む学 習を通 して， 真実を追 求す る

態度 も みがかれ，生 きが いを感 じさせ る ことがで

きる4）。 そ の時，気 軽 に質 問を す る心 をよ びお こ

し， 質 問をす るお もしろ さを 持 たせ， 質 問 の内容

を みっ ける力 をや しない， たがい に質問 し， 研究

し， 答 えあ う中に， より深 い理解 に到達 し， 真実

にせ まってい く ことがで きるとい う確証を に ぎ ら

せてい く ことが大切 であ る5）。 問題解 決学習 にお

いて系 統化す る とい う ことの第一 は， 学習 者で あ

る子 ど も自身 の中 に作 られてい く系 統を重 視す る

ことで なけ ればな らない6 ）。」

この時 期で は， 子 ど もの考 えを生 か して， 問題

解決を実 践 しはじ める。 追求 的態度 は， やむに や

まれな い気 持 ちを通 して， 真 実を追求 す る態 度 と

いう具 体的な姿 に進歩 す る。 氏 は子 ど もたちに気

軽 に質問 をさ せて， 質 問す るお もしろさを 持た せ

るなど の学 習 の方 法論 的特質 につ いて考え， 子 ど

もたち に切実 な気 持ち で学習 に取り組ませている。

（3） 問 題解決学 習 の理論構築 の成長 期

(  S36 年 ～S42 年）

こ の時 期 の実 践に は，「東 南 ア ジ アの ゴ ム の授

業」（ ６年）「 ゴ ミの単元」（ ３年）「米 の二期 作」（ ５

年）「寄 り合い の授業 」（ ６年） 給 食 の し ごと （ １

年） があ る。 その中 の代 表的 な実践 は， 「東 南 ア

ジア のゴ ムの授業」（ ６年） で， 明確 な目標を もっ

て学 習 させる ために匚子 ど もに予見を 立て させ る

ことに力を 注いでいるＯまた独自学 習一協同学習 一

独自学習 とい った学習方 法 へも考え がお よんでい

る。 こ の実 践 に見 られるよ うに， 気軽 に質 問す る

ことか ら進歩 して， 子 ど もたち一人一 人 がご 明確

な目標を もって学 習す るよ うに， 子 ど もたちに予

見( 予想)｡ を立てさせてから，｢ 問題づ くり｣ を

させている。厂問題解決｣ の過程では，予 見を生

かし，一人一人の考えを持たせている。

ここでの長岡氏 の理論( 長岡氏の考えや意見)

は，次の通りである。｢萌芽期の真実を追求 する

態度をみがき，気軽に質問することから進んで，

一人一人が，主体的に質問するために，抵抗と予

見につ いて考える。抵抗とは，危機感であり，問

題意識であり， のっぴきならない状況に際会する

ことである。予見とは，予想を立てさせることで

ある。予見を立てさせるためには，抵抗を与える，

つまりできるだけ見せないようにする。見せない

ことによって，その後かえってよく見えてくる。

見学後，予見と事実のちがいによく着目させ， く

いちがいの理由を考えさせ，その根拠となる証拠

をあげさせていく7‰ 追求のするどさ，息の長さ

は，低学年からの営々とした指導の積み重ねが必

要である8)。｣

｢さらに，一人一人がよく考え るよう に指導し

ようとするには，思考が多面的に働く場を設ける

ことが必要である。どの児童 もが発動して，それ

ぞれに自己の考えを立てていけるような問題をで

きるだけ見つけるようにしたい9‰ 子どもたちが

強力 に思考を進めるには，意欲的に問題への対決

をする，すなわち問題解決学習をおしすすめる必

要がある1‰ その上，聞き手の一人一人の中に，

自分の生活への対決がきびしくなれば，少しで も

観念的，抽象的な， 曖昧な内容の説明をする者が

あると，すぐにそれを指摘するようになる。抽象

的，断片的な子どもの発表について は，教師の発

問によって具体的にし，綿密に追究させる方向に

刺激する11)。｣

この時期では，気軽 に質問することから進んで，

子どもを抵抗と予見で明確な目標を持たせ，独自

な質問をさせる。その質問をさせるために，一人

一人 に考えを持たせるための学習方法論へも考え

がおよび，多面的な思考ができる場の設定，複線

化についても考えている。

(4) 問題解決学習の理論構築の猖成期

(S43 年～S47 年)

この時期の実践には，｢やおやについて｣( ２年)

｢“パンエ場｣( ２年) 匚近鉄奈良 駅の工事｣( ３年)
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「 しょうぼ うし ょの はたら き」（５年）「日本 の農業

のはた らき」（ ５年）「 くつ 下工場」（ ５年 ）「高知 の

二期 作」（ ５年 ）「むかし の交通」（ ６年）「な んばん

渡来」（ ６年）があ る。 そ の中 の代 表 的 な実 践 は，

「パ ンエ 場」（２年）で， 子 ど もに予 見を立 て させ，

そ の予 見を もと に「つな がり の動 き」に着目させ，

自然 に「つ ぶや き」 が出 て， 独自な質問をさせる
Ｏ

そ の上， 子 ど もたち一 人一 人が記 し た具体的 な問

題を子 ど もたち に紹 介 しなが ら分 類 して自分 の意

見 の学 級内で の位 置を つ かませ，学 級集団 として

の共同追 究 の気 運を高 めている。

「近鉄 奈良 駅 の工事」（ ３年） で は， 子 ど もた ち

は， 思 い思い に描い た 「つ なが りの配線図」 を手

にして相 互学 習に のぞんで いる。共 同で 自分 たち

の授業を つ くりだ そう としてい る。

ここ での長 岡氏 の理 論 （長 岡氏 の考え や意見）

は， 次 の通り であ る。「‾十分 な 予 見 を 立 て さ せ る

こと ので きる教 材であ るか どうか， 問題解 決学習

になる かどう かの決 め手 は， まず，教 材 に子 ど も

が正 対 しよう としてい るか， 教材が， 子 どもの視

野 にはい ってい るかど うかで ある。学 習指導 の出

発 は， 子 ど もは， ほん とう に何を問題 と し， 追究

を試 みよ うと して いる かか らでなければな らない。

見学 に先 だって一人 一人 が工場 の予想 を書い た。

こ の予 想 の立 ち方 が，工場 を見 ぬく原動力であり，

問題 解決学習 で は重 要で ある。問題という ものは，

事実 に接す る ことによ って， さらに発 展し変化 し

てい く12）。」

「 また真 の学 力 は，『つ ながり の動 き』 に着 目し

た指導 によ って 育 つ と考 え る。 子 ど も た ち は，

『動 き』 に対 して は， 関心 もあり，『○○ は近 ごろ

どん なに変 わろ うとしてい るで しょう』 とい う問

いに真 剣な取 り組 みを示 す1≒　 そ こで 主 体 的 参

加 のあ らわれ と して 『つ ぶ や き』 が出 で く る。

「つぶ やき」 は， 学習 の成立 を 証 拠 づ け る もの で

ある。 それ は， 学習 者が外界 に対 して反 応して，

自己を表 現 しよう とする ことであ る。『つ ぶや き』

は集 団 での学習 で一段 と厚 みを増 す1气 」

長 岡氏 は，子 ど も→人 一人 の個性 的思考を 育て

な が ら，つ な がりが でき， それが共 同追究 へ発展

し「つぶ やき」を 大切 にす る， 子ど も のつ くる授

業を めざ す。

この時期では，問題解決学習の決め手として√

教材が，子どもの視野に入っているかどうかをあ

げている。「パンエ場」や「近鉄奈良駅の工事」

の授業 では，匚つながりの動き」 に着目して， 子

どもの追究意欲が自然に高まり「つぶやき」がで

て，子どものつくる授業をめざしている。こうし

て個人追究だけでなく共同追究を通して学級集団

をも育てている。

（5匚 問題解決学習の理論構築の発展期

( S48年～S52 年）

この時期の実践には, S48 年「おかあさんのし

ごと」（１年) S49 年「ポスト」の授業（２年）S

49年「パンエ場」（２年) S49 年「バスの料金箱」

S50 年「ゴミの学習」（３年) S51 年「冷害地と米」

（４年) S52 年「鉄丁の授業（５年） がある。 そ

の中の代表的な実践 は, S49 年「パンエ場」（２年）

で，下岸君の意見「リールオーブンはパンエ場の

王様か」という考えが，他の一人一人 の持つ考え

を誘い出し，話し合いを通して，新しい考えへと

更新をよぎなくさせていった。

S49 年「バスの料金箱」（２年） では，上田君が

「バスにベルトコンベヤー式の料金箱が登場 して

きたことは， いいことだ」 と考えたが， みんなか

ら反論を受けた授業である。これも共同追究をし

ているが，基本的には個人の追究を大切にしている。

さらに，昭和48 年以降，急に合科・総合学習を

含んで書かれた論文が増えている。それまでの学

級集団と個人 の関 わりから「しごと」の原点であ

る個人追究の場が大切にされるようになった。

ここでの長岡氏の理論（長岡氏 の考えや意見）

は，次の通りである。「子どものつ くる授業 は，

切実な問題解決に，子どもたちが， まさに打ち込

むものであり，『しごと』である
Ｏ
『しごと』にお

ける共同追究では，『追究が追究を呼ぶ』 のであ

る。あくなき追究によって，学習は動的，総合的，

日常的，具体的，共同的となり，一人一人が個性

的に生 きる体制が確立される1‰ 」

「本来，学習は自己変革であ る。 一人一人が外

界に対する見方，考え方，感じ方をみがぎ，柔軟

に視野を広げて個性的に生きることである6 当然，

学習の中核は独自学習であり，相互学習をすると

しても帰結は独自学習である。互いに自らの考え
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を持ち合わせ，突出し合い，考えを吟味し合うの

が相互学習であり，『開き合う学習』 である。 学

習は，所詮個の充実にある1‰ 」

この時期では，共同追究を大切にしながらも，

原点 に戻って個人追究を大切 にし独自学習をすす

めようとしている。この時期は，熟成期から発展

し，学習を通して人間の生き方にまで考えが及ん

でいる。おわりなき追究によって，学習 は社会科

教育に留 まらず，日常的，具体的，共同的となり，

子どもたち一人一人が個性的に生きる体制の確立

をねらいとしている。

おわりに

本研究は，長岡氏の教育実践の変遷から，氏の

理論構築過程の全体像を明らかにした。長岡氏の

問題解決学習は，子どもたちの生き方にまで考え

させるところが，他のものとの違いがある。氏の

実践は，「‾抵抗と予見」 に見 られるように， はじ

めに子どもたちに，十分に時間をかけて予想させ

る。子どもたちは，実際に見学したり，実験した

りすることによって予想とのズレがでる。それを

もとにして学習をすすめる。 また，氏 は教育実践

を積み重ねながら理論を構築しているので，教師

一人一人が自分 の実践を通して，自ら理論構築を

する主体的研究の存在としての意義も明らかになっ

た。 しかし，各時期における氏 の実践の限界と，

その克服の方法 について，今後解明をすすめる必

要がある。

［注］

１）小原友行「社会科授業原理の探求一林竹二・

長岡文雄実践の分析を通してー」中国四国教育

学会『教育学研究紀要J No.22　pp.  193-194

1976年

２』森分孝治『アメリカ社会科教育成立史研究』

風間書房　1993年

片上宗二「日本社会科成立史研究」風間書房

1993年

３）長岡文雄「町」（学習研究J No.22　1949年

pp.27-30

4）長岡文雄「真実に肉迫する」『学習研究J No.

128　1958年　pp.48-51

５）長岡文雄「質問よる参加と、はたらきあい」

「学習研究J No.138 」959 年　pp.  30-34

6 ）長岡文雄「子どもの理解体制の系統」『学習

研究J No.  141　1959年　pp.30-34

7 』長岡文雄「抵抗と予見」（学 習研究J  No.158

1962 年　pp.21-25

8 ）長岡文雄「なっとくいくまで追求する子ども」

（学習研究J  No.  162　1963年　pp.14-19

9 ）長岡文雄「ひとりひとりに自分の考えを築か

せる方法」『学習研究J  No.160　1962 年pp･

14-19

10』長岡文雄「創造と個性的思考」（ 学習研究Ｊ

Ｎ０.180　1966年　pp.  10-15

11）長岡文雄「追究 の具体性」（学習研究J  No.

182　1966 年　pp.22-27

12）長岡文雄 「共同追究 と個性的思考の深化」

『学習研究J  No.  197　1969年　pp.14-19

13』長岡文雄「つながりの動きに取り組む」『学

習研究J No.204　1970 年　pp.26-31

14』長岡文雄「『つぶやき』に根ざす授業」『学習

研究J  No.206　1970 年　pp.  23-2 9

15』長岡文雄「“しごと によって育つ子ども」

『学習研究J  No.249　1977 年　pp.  8 -13

16』長岡文雄「開 き合 う学習」『学習研究J  No.

256　1978 年pp.  8 -13
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①『学習研究』（奈良女子大学文学部附属小学校
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②『考える子ども』（初志の会編) 1958年～1990年

③『考えあう授業』黎明書房　1972 年

④『子どもをとらえる構え』黎明書房　1975 年

⑤『社会科の初志をつらぬく会の授業記録選第２

集』黎明書房　1976 年

⑥『子どもの力を育てる筋道』黎明書房　1977 年

⑦『授業をみがく一腰の強い授業をー』黎明書房

1990 年

⑧『私の歩む道』黎明書房　1996 年

⑨『若い社会科の先生に』黎明書房　1980 年

⑩『合科教育の開拓』黎明書房　1978 年

⑥『〈この子〉 の拓く学習法』黎明書房　1983 年
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資料 １

長岡文雄氏の社会科教育実践史年表

時期
区分
昭和

年 月

合科学習　奈良プラン　　　社会科の問題解決学習
学習法　 「‾しごと」　　　学習内容（発表論文名『学習研究』）「授業記録」

☆代表的文献　　　★代表的授業　『文献名』

奈
良

プ
ラ
ン
実
践
期

２２

２３

２４

２５

５
８

９

９
２
９
４

学習指導要領（試案）社会科編昭和二十二年度・社会科誕生
匚とけい」

奈良プラン成立
奈良プラン全面実施 厂児童・関心・興味、児童の要求している活動」の

調査を開始する。「子どもとは
」と問いはじめる

小学校社会科学習指導要領補説
厂町」

村と町の生活
小学校社会科学習指導法

基
盤
づ
く
り
期

２６

２７

２９
３０

6
7

10

10

★町や村の発達　★町や村の発達

S26 年版学習指導要領　　　　子どもの思考体制の探究が一生のテーマであると
社会科編（試案）　　　決意する。
★石炭の採掘　　★石炭の採掘（奈良の教育に掲載される｡）

ＲＲ方式による子どもの思考体制の研究（上田氏・重松氏）に協力する。

（長岡氏の学級の日記を資料とする｡）
村や町の発達

小学校学習指導要領社会科編　S30 年度改訂版

萌

芽

期

３１
３３

３４

３５

８

１

１０

５

８

２

８

８

１２

★やおやさん
☆墨っくり（真実に肉迫する）

小学校学習指導要領　　S33 年告示
奈良の町の産業（郷土の学習）
社会科の初志をっらぬく会設立
☆炭の研究一靭会での竸－（質問による参加とはたらきあい）
☆高地の二期作（子どもの理解体制の系統）
社会科の初志をっらぬく会の集会に初参加する
「東南アジアのゴム」の授業がＮＨＫで放送される

成

長

期

３６

３７

３８

３９

４０

４１

５

７
６

６
１２
４

１０
ｎ

１２

３

４

１０
１２

４
８

４
８

☆六年「‾世界の国々の学習」『考える子ども』（Noﾕ7）
（東南アジアのゴムの学習）
匚近ごろかわったこと」の作文のはじまり
歴史学習（六年生の歴史指導の問題）
授業を提供して『考える子ども』（No19）
うちのしごと（わたしのうちのしごと）
★ 厂東南アジアのゴム」（抵抗と予見）
紙しばい作り（みずみずしい子どもの考えを引き出す）
匚ポスト」の授業をおこなう

“しごど えきのこと・ゆうびんのこと
（ひとりひとりに自分の考えを築かせる方法）

低学年社会科のいのち『考える子ども』(No.28)
いちばのかんさつ（なっとくいくまで追求する子ども）
ゴミの単元（の学習）をはじめておこなう
米の二期作（資料の作製と提示の方法）
米の二期作（子ども記）
提示について（提示は生きているか）

合科学習・しごと（生活創造の気迫）
曇院的思考（創造と曇歐的思考）
わたしの考え（追求の具体性）
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成

長

期

４２

12

12
2

3
3
3
7
10

｢明治の世の中｣
(明治のはじめの人々の不平不満とその解決)

小学校中学年社会科における実践『社会科教育』(1996年12月)
わたしの考え
(匚わたしの考え｣ の発表といざる姿勢の創造)

‥ 社会科の学習形態( 二) ごっこ活動(上)『考える子ども』(Na51匚
☆実践記録　｢ 室町時代の寄り合い｣を中心に『考える子ども』(N(152)
社会科の学習形態( 三) ごっこ活動(下)『考える子ども』(Na52)
給　食( 問題解決学習と目標)　　 『考える子ども』(k54)
給　食( 子どもを創造的にする教師の発言)

熟

成

期

４３

４４

４５

４６

４７

４

７

７

８

２

１０

４

８

１２

１

４

６

８

１２

８

評価について（尺度のゆらぎ）
小学校学習指導要領　　S43 年告示

問題解決学習というもの 『考える子ども』（N0.60）
やおやについて（思考の深まりとその契機）

パンエ場（共同追究と個性的思考の深化）
しょうぼうしょのはたらき（匚嗇壯的思考」とみる）
★近鉄奈良駅の工事（つながりの動きに取り組む）
奈良の町（「つぶやきに」に根ざす授業）
子どもの作文（子どものつくる授業）
子どもの作文（子どものねばり強さ）『考える子ども』（k75）
むかしの交通（子どもたちは手ごたえを求めている）
☆「日本の農業の動き」『考えあう授業』(1971年）
厂高地の二期作」（二期作はさかんになるか）
☆「くつ下工場」『考えあう授業』(1971年）
子どもの作文（ひとりひとりが生きる学習の態勢）
匚なんばん人渡来」（授業を開拓する子ども）

発

展

期

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

4
6

12
2
8
12
6
8
10
12
6
8
12

5

7
10
6
8

10
12
6
8
6

学習法（教師の自己変革）
１年 匚おかあさんの仕事」における問題解決学習場面

『社会科教育』(1973年６月）
合科学習 ．“ しごと ’‥ うんどうがい气合科学習の発展）
合科学習．“しごど “うんどうがい气考えあう授業の創造）

匚おかあさんのしごと」（子どもが生み出す学習活動）
★厂パンエ場」（子どもがつくり出す教材）

学習法 仟バスの料金箱」（学習の迫力）
★匚バスの料金箱」（教材のはたらく要件）

☆匚郵便」の学習（くやしがる子ども）
学力について（人間最高の満足）
「‾ゴミ学習」（生きる姿勢をゆさぶる学習を）

「‾ゴミ学習」“しごど （合科・総合学習の展開）
“しごど 「‾冷害地と米」（体当たりする学習）

匚鉄」の授業をおこなう
授業で 匚子どもが考えを変える］きっかけは

どこにあるか『社会科教育』(1977年５月）
小学校学習指導要領　　S52 年告示

子どもの作文（“しごど によって育つ子ども）
学習法 ．“しごど ・問題解決（教育課程の根幹と柔軟性）

☆匚鉄」の授業を社会科の初志をつらぬく会全国集会へ
提案する。　　　『考える子ども』(No.120)
東口電機見学（見学に取り組む態勢）
匚郵便」・相互学習（開き合う学習）

学習法・おみせ（学習法と生活の充実）
“しごど コンバイン（してしまう学習）

子ども探究（「この子」の育つ筋道）
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